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研究成果の概要（和文）：東北地方を中心に、レプリカ法による土器圧痕の調査をおこない、先史時代および古
代の農耕の始まりと普及について研究をおこなった。レプリカ法は、土器の製作時に植物種実などが混ざりこん
でそれが焼け落ちて残ったくぼみにシリコンを注入して型を取り、顕微鏡で観察して種を同定する方法であり、
穀物の栽培がいつ始まったのかおさえられる優れた分析である。その結果、東北地方北部では縄文晩期終末に穀
物の圧痕は検出されず、弥生時代にイネが普及する一方で、関東地方などでよくみられるアワ・キビ等の雑穀が
ないことを明らかにした。古代では7世紀にこの地方に穀物が普及することと、沿岸部と山間部で種類が異なる
地域色も明らかにできた。

研究成果の概要（英文）：An pottery impression by a replica way was investigated and it was studied 
about the origin of the prehistoric times and the ancient agriculture and the spread centering on 
Tohoku-district. Vegetable seed mixes at the time of making of an pottery, and a replica way is 
crowded, and the way to pour a silicon into the fold where that was burnt down and was left, cut out
 the pattern, observe by a microscope and identify a seed, and when has cultivation of cereal 
started or is it a suppressed excellent analysis? As a result, an impression of cereal wasn't 
detected in the Jomon last stage end in the Tohoku-district north, and rice kept spreading in the 
Yayoi Era, and I made it clear that there are no miscellaneous cereals which are the foxtails and 
the millets, etc. which you can watch carefully in the Kanto area. You could also assume clearly 
that cereal spreads in this area in the 7th century in antiquity the area color different in the 
kind at a coastal area and a mountainous region.

研究分野： 日本考古学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
関東地方などでは、雑穀栽培から農耕が始まることが確認されていた。東北地方では稲作から始まり、雑穀は全
くといってよいほど認めることができないことを明らかにした。日本列島における農耕の始まりが単純なもので
はないことを突き止めた点に意義がある。東北地方最北の前方後円墳は5世紀末の岩手県奥州市角塚古墳であ
る。レプリカ法による調査の結果、この地域でイネとキビが出現するのが5世紀後半であることが確認され、古
墳の成立基盤に見通しを与えることができた。レプリカ法と炭素窒素同位体分析で、7～8世紀の穀物栽培に沿岸
部と山間部などで地域差があることを確かめたのも、東北地方の農耕文化の実態に迫る大きな成果であった。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
1998 年に日本農耕文化の起源を探るためにレプリカ法が導入されたが１）、その後この手法
にもとづく穀物栽培や植物利用の歴史的な研究が、韓国やロシアなどにも波及して著しく
進展した。これまでの縄文農耕論などで議論の素材とされてきたのは炭化種実やプラント
オパールなどであったが、コンタミネーションの問題が排除できない。それに対してレプ
リカ法は、土器の型式が判明していれば年代を確定することができる点で、いまのところ
食糧に対する最良の分析方法である。その方法を用いた縄文農耕論は、現在発展的に展開
中である。 
 
２．研究の目的 
①東北地方を中心に、沿海州・北海道・東関東地方の弥生・続縄文期～平安時代における
土器圧痕のレプリカ調査をおこないデータを集積し、各地における穀物栽培の推移やイネ
と雑穀の比率変化などを明らかにすることを目的とする。②上記の地域を中心に、重要な
炭化種実の炭素 14 年代測定をおこなう。③上記の地域を中心に、土器付着炭化物の炭素
窒素同位体分析による食性分析をおこなう。①～③を基軸として、古代東国の生業基盤の
基礎的研究をおこなう。 
 
３．研究の方法 
北海道・東北地方はレプリカ法による土器圧痕の調査がまだ組織的におこなわれていない。
そこで、東北地方を中心に、沿海州・北海道・東関東地方を視野に入れて、弥生・続縄文
期～平安時代の土器圧痕レプリカ調査をおこない、穀物栽培の推移を確かめる。それによ
って、各地における穀物栽培の推移やイネと雑穀の比率変化などを明らかにする。レプリ
カ法によるデータの解析及び炭素窒素同位体分析によって、穀物栽培の取り組みに対する
地域の違いの実態をより詳細にとらえることができれば、中部高地地方と北関東地方の差
のような史的背景が推定できると期待される。 
 
４．研究成果 
レプリカ調査の結果、東北北部の大洞 A´式期に穀物の圧痕は検出されず、弥生前期の砂沢式
期にイネが出現すること、その時期は雑穀の圧痕が極めて少ないこと、東北中部、南部では弥
生中期後半以降にイネとアワ・キビが確実に確認できるようになることが知られた。 
 古墳時代～古代では、5 世紀に前方後円墳が出現する奥州市域では 5 世紀後半にイネ・キビ
の圧痕が確認され、古墳成立の基盤にせまる成果を挙げた。5 世紀後半を境としてイネ籾圧痕
の数が飛躍的に増加するとともに、新井田川流域の八戸市域で 5～6世紀にイネ・アワ・キビが、
北上川流域でも 7 世紀前半にイネ籾圧痕が確認されるようになることが確かめられた。8 世紀
以降の東北地方北部では、沿岸部でイネと雑穀がそろって利用されていたのに対して、山間部
ではアワ・キビが栽培されるがイネはない代わりにダイズ属やアサなどが利用されるという、
立地条件による相違が確認できた。 
 炭素窒素同位体分析のための試料採集はレプリカ調査に付随しておこなったが、7 世紀の北
上川流域の滝沢市域の遺跡では C４植物利用が低調であったのに対して、8世紀の馬淵川上流域
の軽米町域の遺跡では C4植物利用が顕著であるという地域差が確認できた。 
 炭化種実の年代測定では、弥生前期の八戸市八幡遺跡のコムギ・オオムギ・アワ・キビ・ヒ
エが古墳時代以降の混入であることが確認され、長野県域の縄文時代の遺構に伴う炭化米や弥
生時代とされたイネ・オオムギ・コムギはいずれも後世の混入であることが判明した。 
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